






からの “何を学ぶか”（what to learn）に加え， “どのように学ぶか”（how to 
learn）という授業改善の手法が提起された。そのひとつが「主体的・対話
的で深い学び」（アクティブ・ラーニング，能動的学修法 ; 以下，AL と略）
である（Bonwell & Eison 1991; 小田・杉原（編）2010; 溝上 2014; 石川 2016; 





ると考えても良い（山本 2015; 菅・松下 2017; 小林 2017）。































に向けての提言を行ってきたのが OECD（Organisation for Economic Co-
operation and Development: 経済協力開発機構）であり，それが具体的な形
をとったのが DeSeCo（デセコ : Definition and Selection of Competencies）（ド
ミニク , et al. 2012）である。DeSeCo の理論的基盤は，ルソー，モンテソリー，
デューイなどを代表とする経験学習，およびヴィゴツキーからの流れを汲
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む社会構成主義（Social Constructivism）の 2 つの教育理論である。Bonwell 
and Eison（1991）や CRLT（2016）に代表される AL はこのような理論が現
場へと応用され，具現化されたものである。
　1990 年代に AL が日本に最初に伝えられたときには，理数系の実験や社会
科に多い体験型のフィールド・ワークのように，英語科ではパブリック・ス
ピーチ，プレゼンテーション，ディベート，ディスカッションなどといった
Forensics 活動と同一視されたことがあった。しかし，そうした活動は AL の
一端に過ぎない。
 AL の核心を一言でまとめるなら， “Learner Involvement”（学習者関与，エ
ンゲージメント）と言える。Bonwell and Eison（1991）はこの手法を；
　　“anything that involves students in doing things and thinking about the 

















他 1999; 田邉 2005, 2007）。
　そうした流れの中で日本の英語教員は，表 1 に示した Intuitive-imitative 
approach（直感・模倣的アプローチ）と Analytic-linguistic approach（分析・
言語的アプローチ）を中核に，さらに各々に付随するさまざまな指導技術



































田邉 2004, 2005, 2007, 2010）。
2．3 音声指導の見直し
　海外の TESOL（Teaching English to Speakers of Other Languages）では，
80 年代末に音声能力の低下を改善するため，指導法の抜本的な見直しが
提唱された（Morley (Ed.) 1987; Celce-Murcia, Brinton, Goodwin, & Griner 





















& Bowler 1990; Avery & Ehrlich (Eds.) 1992; Bowen & Marks 1992; Hewings 
1993; Hancock 1995, 2003; Celce-Murcia, Brinton, Goodwin, & Griner 1996, 
2010; Rogerson- Revell 2011 など）。しかしながら，80 年代末に起きた見直し
論者による「改革」は，日本では大きな変革をもたらすことにはならなかっ


























feet – fit　　　heat – hit



















a cat (   bag ) face ( )
e ten ( ) Japanese ( )
i six ( ) like ( )
o dog ( ) nose ( )
u fun ( ) use ( )
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　ここでは，英語音の「類似性」をペアで生徒同士に考えさせ，SLC に働くルー







 prob・lem ・ ・ She likes it.
 Ja・pan ・ ・ He’s Paul.
 Sep・tem・ber ・ ・ Thank you.










 thank ＋ you ・ ・ shoes
 did ＋ you ・ ・ choose
 can ＋ you ・ ・ June
 meet ＋ you  ・ ・ new










表 7：AL 事例（個々の音 /aʊ/）
house shoulder dangerous young
mouth cloud trouble window
know brown owl without




















































、 、 、 、 、 、 、 、 、
え込むのではなく，つ
、 、 、 、 、
かませる学修が，AL の導入
を機に少しずつ成立していくことを期す。
Tell me and I forget.
Teach me and I'll remember.
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